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Power IQ™ 
デバイス クイック インストールおよびセットアップ ガイド 

Raritan Power IQ をご購入いただきありがとうございます。このクイック セットアップ ガイドでは、Power IQ のイ

ンストール方法および設定方法について説明します。 

 

 

セットアップの概要 

Power IQ システムを稼働させるには、まず Power IQ を取り

付けます。次に、初期設定を行って、ネットワークを介して 
Power IQ にアクセスできるようにします。その後、システム クロッ
クを設定します。これですべてのアクティビティの記録と測定値に

正しくタイムスタンプが付けられます。 

監査証跡の維持が重要である場合は、Power IQ がイベントを

外部の Syslog サーバに送信するように設定します。 

電力分配装置 (PDU) を Power IQ の管理に追加する前に

、ポーリング間隔を設定する必要があります。これによって、

Power IQ が、管理下の PDU からデータを収集する頻度が

決まります。これで、Power IQ の管理に PDU を追加できる

ようになります。 
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Power IQ のラック マウント 

ラック マウント キットには 2 組のラック レールが付属します。そ

れぞれの組は 2 つの部分で構成されています (Power IQ デ
バイスに取り付ける内部レールとラックに取り付ける外部レール)。
内部レールと外部レールの間にはスライディング レール ガイドが

装着されています。スライディング レール ガイドは外部レール側

に装着したままにします。 
 

Power IQ デバイスに内部レールを取り付ける 

1. 内部レールをスライドさせ、できるだけ外部レールから離れた

位置に移動します。外部レールから内部レールを外すため

にロック タブを押して、内部レールを完全に取り外します。

両方のラック レールを同じように外してください。 

2. いずれの内部レールにも 5 つの穴があります。これは 
Power IQ デバイスの両側にある 5 つのレール フックの数

と同じです。各内部レールの穴とフックの位置を調整して合

わせ、各レールをデバイスに押し当てるようにして取り付けま

す。 

3. 各レールをデバイスの前面に向かって、カチッという音がする

までスライドさせます。 

4. 短いネジを使用して内部レールを Power IQ デバイスに取

り付けます。 
 

ラックに外部レールを取り付ける 

外部レールをラックに取り付けます。外部レールは、約 72 セン

チから 82 センチ (28 - 32 インチ) の奥行きがあるラックに設

置できます。 

1. 短いネジを使用して短い前面ブラケットを各外部レールに取

り付けます。 

2. 長い背面ブラケットを外部レールの反対側にスライドさせま

す。短いネジを使用して長い背面ブラケットを外部レールに

取り付けます。 

3. ラックの奥行きに合うように、レール ユニット全体の長さを調

節します。 

4. ワッシャと長いネジを使用して、ブラケットが付いた外部レー

ルの端をラックに取り付けます。 
 

Power IQ をラックに取り付ける 

Power IQ デバイスとラックの両方にレールを取り付けた後、

Power IQ をラックに取り付けます。 

1. ラック レールを完全に伸ばし、ラック レールの前面と内部レ

ールの背面を合わせます。 
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2. Power IQ デバイスをラックに向かって、カチッという音がする

までスライドさせます。Power IQ ユニットをラックに差し込む

際に、ロック タブを押してゆるめると入れやすくなる場合があ

ります。 
 

ロック タブ 

いずれの内部レールにも、Power IQ デバイスをラックの奥まで

完全に挿入したとき、および、Power IQ がラックから引き出され

ているときにそれぞれ、正しい位置に固定するためのロック タブが

付いています。 
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Power IQ の初期設定 

Power IQ を取り付けた後、ネットワークを介したアクセスができ

るようにシステムを設定する必要があります。 

1. 物理製品のインストール : キーボード、マウス、およびモニタ

を Power IQ デバイスの背面に接続します。 

2. Power IQ の電源をオンにします。 

3. ログインを求めるメッセージが表示されたら、ユーザ名:config 
およびパスワード raritan を使用します。Power IQ の設

定ページが表示されます。 

 

4. [Networking Setup (ネットワークの設定)] を選択します。 

5. プライマリ Ethernet ポートを設定するために、[Setup 
LAN 1 (LAN 1 のセットアップ)] を選択します。 

6. スペース バーを使用して、[Enable this LAN Port (この 
LAN ポートを有効にする)] を選択します。 

7. Power IQ に IP アドレスを自動的に割り当てるには、

[Use DHCP (DHCP を使用)] を選択します。変更内容

を受け入れると、ネットワーク インタフェースが再起動されま

す。表の IP アドレス、ゲートウェイ、ネットマスク設定が更

新されます。 

8. Power IQ にネットワーク設定を手動で割り当てるには、

[Use DHCP (DHCP の使用)] をオフのままにします。適

切なフィールドに IP アドレス、ネットワーク マスク、およびゲ

ートウェイを入力します。 

9. [Accept (適用)] を選択して、新しい値でネットワーク イン
タフェースをリセットします。 

10. セカンド ネットワーク インタフェースを使用している場合は、

[Network Configuration (ネットワーク設定)] メニューから 
[Setup LAN 2 (LAN 2 のセットアップ)] を選択し、1 つ目

と同じ要領で、2 つ目の Ethernet ポートを設定します。こ

れはオプションです。 

11. [Ping Network Test (ネットワークの ping テスト)] を選

択して、Power IQ がネットワークを介して通信できることを

確認します。これはオプションです。 

12. Power IQ への SSH リモート アクセスを無効にするには、

[System Services (システム サービス)] を選択します。次

に、[Enable SSH (SSH を有効化する)] の選択を解除し

ます。デフォルトでは、config アカウントは Power IQ にアク

セスできます。サポート接続が作成された場合は、SSH を
再度有効にします。 

13. 設定が終了した後はメイン メニューから [Exit (終了)] を
選択します。 

注 : これ以降は、ネットワーク上のクライアント PC から 
Power IQ にアクセスできます。 
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Power IQ への接続 

ネットワーク上の任意のマシンで Web ブラウザを使用して 
Power IQ に接続します。 

1. ネットワーク上のコンピュータから Web ブラウザを開きます。 

2. ブラウザのアドレス バーに Power IQ に割り当てた IP ア
ドレスを入力します。例 : http://192.168.1.10 

3. セキュリティ警告が表示されたら [はい] で応答し、すべての

証明書を受け入れます。 

4. [エンド ユーザ ライセンス同意書] で [はい] を選択し、[送
信] をクリックします。 



 
 

Power IQ デバイス クイック セットアップ ガイド 3
QSG-PIQ-HW-0A-v1.3-J  255-80-6093-00 

 

5. ログインを求めるメッセージが表示されたら、ユーザ名:admin 
およびデフォルト パスワード raritan を使用します。 

 

最初に開かれるページは Power IQ ダッシュボードです。ダッシ

ュボードには、Power IQ の管理下にあるすべての電力分配装

置 (PDU) の電力使用量および稼動状態の概要が表示され

ます。ページのチャートは、PDU を追加し分析を設定するまで

空白です。 
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システム クロックの設定 

Power IQ は、システム クロックを使用して、イベントおよびデー

タのレコードにタイムスタンプを付けます。したがって、イベントを正

確に記録するために、できるだけ早くシステム クロックを設定する

ことが重要になります。 

システム クロックは手動で設定することも、NTP サーバと同期さ

せることもできます。 

 システム クロックを手動で設定するには、以下の手順に従います。 

1. [設定] タブをクリックします。 

2. [時間設定] をクリックします。 

3. [タイム ゾーン] ドロップダウン メニューから Power IQ が存

在するタイム ゾーンを選択します。 

4. [NTP が有効?] を [いいえ] に設定します。 

5. 次に、[時間を手動で設定] フィールドに、日付 
(YYYY/MM/DD 形式) と時刻 (24 時間形式の 
HH:MM:SS 形式) を順に入力します。 

例 : 現在の日時が 2008 年 10 月 12 日午後 
3:42:33 の場合は、「2008/10/12 15:42:33」と入力しま
す。 

6. [保存] をクリックします。Power IQ は、クロックを、指定さ

れた日時に設定します。 

 NTP サーバを使用してシステム クロックを設定するには、以下の

手順に従います。 

1. [設定] タブをクリックします。 

2. [時間設定] をクリックします。 

3. [NTP が有効?] ドロップダウン リストから [はい] を選択し、[
保存] をクリックします。 

4. [タイム サーバの管理] をクリックして、NTP サーバを設定し

ます。 
 

NTP サーバの設定 

[タイム サーバの設定] 表には、Power IQ が日時情報を取得

するためにアクセスする NTP サーバがリストされます。これを行う

には、NTP を有効にしておく必要があります。 

Power IQ は、リストの一番上のサーバから日時を取得しようと

します。失敗した場合は、リストの下に進んで、2 つ目のサーバ

にアクセスし、その後は 3 つ目に進みます。複数の NTP サー

バがすでに設定されています。 

 NTP サーバを設定するには、以下の手順に従います。 

1. [追加] をクリックします。 

2. [タイム サーバ] フィールドにタイム サーバの IP アドレスを

入力します。 

3. [Save Changes (変更の保存)] をクリックします。 
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Syslog によるログの設定 

外部の Syslog サーバを使用して、Power IQ で発生したイベ

ントを記録できます。Syslog の使用は、イベントの監査証跡を

維持する唯一の方法です。監査証跡が必要な場合は、できる

だけ早く Power IQ で Syslog による記録を設定する必要が

あります。 
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 Syslog によるログを設定するには、以下の手順に従います。 

1. [設定] タブをクリックします。 

2. [Syslog の宛先] をクリックします。 

3. [Syslog の宛先を追加] フィールドに Syslog サーバの 
IP アドレスを入力します。このアドレスは数字の形式にする

必要があります。 

4. [追加] をクリックします。サーバが、[現在の Syslog の宛

先] のリストに表示されます。 

[現在の Syslog の宛先] にリストされたすべてのサーバが 
Power IQ のイベントを記録します。記録されるイベントは、新

規ユーザ、設定変更、ログイン試行の失敗などです。サーバによ

るイベントの記録を中止するには、リストでそのエントリの横の 
[削除] をクリックします。 
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ポーリング間隔の設定 

各ポーリング間隔内に、Power IQ は管理下の PDU からデー

タを収集します。ポーリング間隔は独自に設定できます。 

 ポーリング間隔を設定するには、以下の手順に従います。 

 

1. [設定] タブをクリックします。 

2. [ポーリング オプション] をクリックします。 

3. [ポーリング間隔] ドロップダウン リストから時間を選択します。

この時間は Power IQ で次のポーリング サイクルが始まるま

でに経過する時間を表します。 

4. [保存] をクリックします。 

注 : 多数の電力分配装置 (PDU)を管理する場合は、[ポーリ

ング間隔] の時間を長めに設定することが必要になる可能性が

あります。時間を長めに設定すると、すべての PDU が、指定さ

れたサイクル内に確実にポーリングされます。Power IQ が、設

定された間隔内にすべての PDU をポーリングできない場合は、

警告メッセージが表示されます。 
 

バッファ データの収集 

計画する管理対象が Dominion PX PDU バージョン 1.2.5 
以上である場合は、Power IQ で、これらのデバイスからバッファ 
データを収集できます。これによって、Power IQ は、Dominion 
PX をポーリングするたびに、より多くのサンプルを収集できます。 

詳細については、ユーザ ガイドを参照してください。 
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Power IQ の管理下への PDU の追加 

Power IQ を設定した後、Dominion PX またはその他の電力

分配装置を管理対象として追加します。こうすることで、Power 
IQ はこれらの PDU のデータを収集できるようになります。 

 PDU を Power IQ の管理対象として追加するには、以下の手

順に従います。 

1. [PDU] タブをクリックして、[Power Distribution Units (電
力分配装置)] リストを開きます。 

2. [PDU リスト] で [追加] をクリックするか、[その他の PDU 
アクティビティ] オプション グループで [新しい PDU の追加

] リンクをクリックします。[新しい PDU の追加] ページが表

示されます。 

 

3. [IP アドレス] フィールドに、追加する PDU の IP アドレス

を入力します。 

4. 少なくとも PDU への読み取りレベルの権限がある SNMP 
コミュニティ文字列を入力します。これは厳密に要求される
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わけではありませんが、これによって、Power IQ が PDU 
のデータをポールできるようになります。 

Dominion PX を追加する場合は、書き込み権限がある 
SNMP コミュニティ文字列を使用します。これで、アウトレッ

ト名 (コンセント名) の変更やバッファ データの取得などの、

より詳細な一部の機能を使用できるようになります。

Dominion PX PDU のみ。  

注 : Dominion PX または PDU で SNMP エージェント

を有効にすることを忘れないでください。 

管理対象から PDU を削除するには、リストの該当する行を選

択し、[削除] をクリックします。 
 

CSV ファイルによる PDU の一括追加 

PDU を手動で 1 つずつ追加するほかに、コンマ区切り値 
(CSV) ファイルをアップロードする方法で PDU を一括して追

加することができます。 

 CSV ファイルで PDU を一括追加するには、以下の手順に従い

ます。 

5. また、この PDU のログイン情報を提供する必要があります。

有効なユーザ名を [IPMI ユーザ名] フィールドに入力しま

す。そのアカウントのパスワードを [IPMI パスワード] フィール

ドおよび [IPMI パスワードの確認] フィールドに入力します。 
Dominion PX PDU のみ。 

1. [PDU] タブをクリックします。 

2. [PDU を CSV ファイルからインポート] をクリックします。

[PDU のインポート] ページが開きます。 

3. [参照] をクリックして、PC からインポートする CSV ファイ
ル (通常は *.csv ファイル) を選択します。 6. [検索が完了した後で処理を続ける] をチェックすると、

Power IQ が、[PDU リスト] または [新しい PDU の追

加] ページに戻る前に、PDU と通信しようとします。小さい

ウィンドウが開かれ、検索の進捗と結果のステータスが表示

されます。これはオプションです。 

4. [検索が完了した後で処理を続ける] をチェックすると、

Power IQ が、[PDU リスト] に戻る前に、PDU と通信し

ようとします。小さいウィンドウが開かれ、検索の進捗と結果

のステータスが表示されます。これはオプションです。 

5. [インポートの開始] をクリックします。 7. [追加] をクリックして、PDU を Power IQ の管理に追加

します。この後すぐに別の PDU を追加する場合は、[追加

してこのフォームに戻る] をクリックします。 
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次の操作 
注 : PDU 検索は、PDU モデル タイプが決定されると終了し

ます。連絡先または場所の値などの SNMP フィールドは、この

デバイスが初めて検出されるまで不明です。 
PDU を Power IQ の管理に追加した後、さらに以下のアクテ

ィビティを実行できます。 

• 同じモデル タイプの複数の PDU を展開している場合に 
PDU の一括設定を実行する。 

PDU が追加されると、それが [PDU リスト] に表示され、

Power IQ によって、新しい電源タップでセンサー データが 4 
時間おきにポーリングされるようになります。リストで PDU の名

前をクリックして、電源タップについての詳細情報と、そのセンサー

で収集されたデータを表示します。 

• ユーザ セッション タイムアウトや IP ベースのアクセス管理

などの基本的なセキュリティを設定する。 

• 管理者パスワードを変更する。 

• その他のユーザを作成する。 

 

より詳細な機能の一部を以下に示します。 

• PDU およびアウトレット (コンセント) をそれが電力供給す

る IT 製品にマッピングして、エンタープライズ リレーションシ

ップ モデルを追加または構成する。 

• モデルを使用して電力使用量のグラフを作成するような分

析レポートを作成する。 

詳細な手順については、『Power IQ ユーザ ガイド』を参照して

ください。 
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	1. 短いネジを使用して短い前面ブラケットを各外部レールに取り付けます。
	2. 長い背面ブラケットを外部レールの反対側にスライドさせます。短いネジを使用して長い背面ブラケットを外部レールに取り付けます。
	3. ラックの奥行きに合うように、レール ユニット全体の長さを調節します。
	4. ワッシャと長いネジを使用して、ブラケットが付いた外部レールの端をラックに取り付けます。
	Power IQ をラックに取り付ける

	Power IQ デバイスとラックの両方にレールを取り付けた後、Power IQ をラックに取り付けます。
	1. ラック レールを完全に伸ばし、ラック レールの前面と内部レールの背面を合わせます。
	2. Power IQ デバイスをラックに向かって、カチッという音がするまでスライドさせます。Power IQ ユニットをラックに差し込む際に、ロック タブを押してゆるめると入れやすくなる場合があります。
	ロック タブ

	いずれの内部レールにも、Power IQ デバイスをラックの奥まで完全に挿入したとき、および、Power IQ がラックから引き出されているときにそれぞれ、正しい位置に固定するためのロック タブが付いています。
	QS ルール
	Power IQ の初期設定

	Power IQ を取り付けた後、ネットワークを介したアクセスができるようにシステムを設定する必要があります。
	1. 物理製品のインストール : キーボード、マウス、およびモニタを Power IQ デバイスの背面に接続します。
	2. Power IQ の電源をオンにします。
	3. ログインを求めるメッセージが表示されたら、ユーザ名:config およびパスワード raritan を使用します。Power IQ の設定ページが表示されます。
	4. [Networking Setup (ネットワークの設定)] を選択します。
	5. プライマリ Ethernet ポートを設定するために、[Setup LAN 1 (LAN 1 のセットアップ)] を選択します。
	6. スペース バーを使用して、[Enable this LAN Port (この LAN ポートを有効にする)] を選択します。
	7. Power IQ に IP アドレスを自動的に割り当てるには、[Use DHCP (DHCP を使用)] を選択します。変更内容を受け入れると、ネットワーク インタフェースが再起動されます。表の IP アドレス、ゲートウェイ、ネットマスク設定が更新されます。
	8. Power IQ にネットワーク設定を手動で割り当てるには、[Use DHCP (DHCP の使用)] をオフのままにします。適切なフィールドに IP アドレス、ネットワーク マスク、およびゲートウェイを入力します。
	9. [Accept (適用)] を選択して、新しい値でネットワーク インタフェースをリセットします。
	10. セカンド ネットワーク インタフェースを使用している場合は、[Network Configuration (ネットワーク設定)] メニューから [Setup LAN 2 (LAN 2 のセットアップ)] を選択し、1 つ目と同じ要領で、2 つ目の Ethernet ポートを設定します。これはオプションです。
	11. [Ping Network Test (ネットワークの ping テスト)] を選択して、Power IQ がネットワークを介して通信できることを確認します。これはオプションです。
	12. Power IQ への SSH リモート アクセスを無効にするには、[System Services (システム サービス)] を選択します。次に、[Enable SSH (SSH を有効化する)] の選択を解除します。デフォルトでは、config アカウントは Power IQ にアクセスできます。サポート接続が作成された場合は、SSH を再度有効にします。
	13. 設定が終了した後はメイン メニューから [Exit (終了)] を選択します。
	注 : これ以降は、ネットワーク上のクライアント PC から Power IQ にアクセスできます。
	QS ルール
	Power IQ への接続

	ネットワーク上の任意のマシンで Web ブラウザを使用して Power IQ に接続します。
	1. ネットワーク上のコンピュータから Web ブラウザを開きます。
	2. ブラウザのアドレス バーに Power IQ に割り当てた IP アドレスを入力します。例 : http://192.168.1.10
	3. セキュリティ警告が表示されたら [はい] で応答し、すべての証明書を受け入れます。
	4. [エンド ユーザ ライセンス同意書] で [はい] を選択し、[送信] をクリックします。
	5. ログインを求めるメッセージが表示されたら、ユーザ名:admin およびデフォルト パスワード raritan を使用します。
	最初に開かれるページは Power IQ ダッシュボードです。ダッシュボードには、Power IQ の管理下にあるすべての電力分配装置 (PDU) の電力使用量および稼動状態の概要が表示されます。ページのチャートは、PDU を追加し分析を設定するまで空白です。
	QS ルール
	システム クロックの設定

	Power IQ は、システム クロックを使用して、イベントおよびデータのレコードにタイムスタンプを付けます。したがって、イベントを正確に記録するために、できるだけ早くシステム クロックを設定することが重要になります。
	システム クロックは手動で設定することも、NTP サーバと同期させることもできます。
	 システム クロックを手動で設定するには、以下の手順に従います。
	1. [設定] タブをクリックします。
	2. [時間設定] をクリックします。
	3. [タイム ゾーン] ドロップダウン メニューから Power IQ が存在するタイム ゾーンを選択します。
	4. [NTP が有効?] を [いいえ] に設定します。
	5. 次に、[時間を手動で設定] フィールドに、日付 (YYYY/MM/DD 形式) と時刻 (24 時間形式の HH:MM:SS 形式) を順に入力します。
	6. [保存] をクリックします。Power IQ は、クロックを、指定された日時に設定します。
	 NTP サーバを使用してシステム クロックを設定するには、以下の手順に従います。
	1. [設定] タブをクリックします。
	2. [時間設定] をクリックします。
	3. [NTP が有効?] ドロップダウン リストから [はい] を選択し、[保存] をクリックします。
	4. [タイム サーバの管理] をクリックして、NTP サーバを設定します。
	NTP サーバの設定

	[タイム サーバの設定] 表には、Power IQ が日時情報を取得するためにアクセスする NTP サーバがリストされます。これを行うには、NTP を有効にしておく必要があります。
	Power IQ は、リストの一番上のサーバから日時を取得しようとします。失敗した場合は、リストの下に進んで、2 つ目のサーバにアクセスし、その後は 3 つ目に進みます。複数の NTP サーバがすでに設定されています。
	 NTP サーバを設定するには、以下の手順に従います。
	1. [追加] をクリックします。
	2. [タイム サーバ] フィールドにタイム サーバの IP アドレスを入力します。
	3. [Save Changes (変更の保存)] をクリックします。
	QS ルール
	Syslog によるログの設定

	外部の Syslog サーバを使用して、Power IQ で発生したイベントを記録できます。Syslog の使用は、イベントの監査証跡を維持する唯一の方法です。監査証跡が必要な場合は、できるだけ早く Power IQ で Syslog による記録を設定する必要があります。
	 Syslog によるログを設定するには、以下の手順に従います。
	1. [設定] タブをクリックします。
	2. [Syslog の宛先] をクリックします。
	3. [Syslog の宛先を追加] フィールドに Syslog サーバの IP アドレスを入力します。このアドレスは数字の形式にする必要があります。
	4. [追加] をクリックします。サーバが、[現在の Syslog の宛先] のリストに表示されます。
	[現在の Syslog の宛先] にリストされたすべてのサーバが Power IQ のイベントを記録します。記録されるイベントは、新規ユーザ、設定変更、ログイン試行の失敗などです。サーバによるイベントの記録を中止するには、リストでそのエントリの横の [削除] をクリックします。
	QS ルール
	ポーリング間隔の設定

	各ポーリング間隔内に、Power IQ は管理下の PDU からデータを収集します。ポーリング間隔は独自に設定できます。
	 ポーリング間隔を設定するには、以下の手順に従います。
	1. [設定] タブをクリックします。
	2. [ポーリング オプション] をクリックします。
	3. [ポーリング間隔] ドロップダウン リストから時間を選択します。この時間は Power IQ で次のポーリング サイクルが始まるまでに経過する時間を表します。
	4. [保存] をクリックします。
	注 : 多数の電力分配装置 (PDU)を管理する場合は、[ポーリング間隔] の時間を長めに設定することが必要になる可能性があります。時間を長めに設定すると、すべての PDU が、指定されたサイクル内に確実にポーリングされます。Power IQ が、設定された間隔内にすべての PDU をポーリングできない場合は、警告メッセージが表示されます。
	バッファ データの収集

	計画する管理対象が Dominion PX PDU バージョン 1.2.5 以上である場合は、Power IQ で、これらのデバイスからバッファ データを収集できます。これによって、Power IQ は、Dominion PX をポーリングするたびに、より多くのサンプルを収集できます。
	詳細については、ユーザ ガイドを参照してください。
	QS ルール
	Power IQ の管理下への PDU の追加

	Power IQ を設定した後、Dominion PX またはその他の電力分配装置を管理対象として追加します。こうすることで、Power IQ はこれらの PDU のデータを収集できるようになります。
	 PDU を Power IQ の管理対象として追加するには、以下の手順に従います。
	1. [PDU] タブをクリックして、[Power Distribution Units (電力分配装置)] リストを開きます。
	2. [PDU リスト] で [追加] をクリックするか、[その他の PDU アクティビティ] オプション グループで [新しい PDU の追加] リンクをクリックします。[新しい PDU の追加] ページが表示されます。
	3. [IP アドレス] フィールドに、追加する PDU の IP アドレスを入力します。
	4. 少なくとも PDU への読み取りレベルの権限がある SNMP コミュニティ文字列を入力します。これは厳密に要求されるわけではありませんが、これによって、Power IQ が PDU のデータをポールできるようになります。
	Dominion PX を追加する場合は、書き込み権限がある SNMP コミュニティ文字列を使用します。これで、アウトレット名 (コンセント名) の変更やバッファ データの取得などの、より詳細な一部の機能を使用できるようになります。Dominion PX PDU のみ。 
	注 : Dominion PX または PDU で SNMP エージェントを有効にすることを忘れないでください。
	5. また、この PDU のログイン情報を提供する必要があります。有効なユーザ名を [IPMI ユーザ名] フィールドに入力します。そのアカウントのパスワードを [IPMI パスワード] フィールドおよび [IPMI パスワードの確認] フィールドに入力します。 Dominion PX PDU のみ。
	6. [検索が完了した後で処理を続ける] をチェックすると、Power IQ が、[PDU リスト] または [新しい PDU の追加] ページに戻る前に、PDU と通信しようとします。小さいウィンドウが開かれ、検索の進捗と結果のステータスが表示されます。これはオプションです。
	7. [追加] をクリックして、PDU を Power IQ の管理に追加します。この後すぐに別の PDU を追加する場合は、[追加してこのフォームに戻る] をクリックします。
	注 : PDU 検索は、PDU モデル タイプが決定されると終了します。連絡先または場所の値などの SNMP フィールドは、このデバイスが初めて検出されるまで不明です。
	PDU が追加されると、それが [PDU リスト] に表示され、Power IQ によって、新しい電源タップでセンサー データが 4 時間おきにポーリングされるようになります。リストで PDU の名前をクリックして、電源タップについての詳細情報と、そのセンサーで収集されたデータを表示します。
	管理対象から PDU を削除するには、リストの該当する行を選択し、[削除] をクリックします。
	CSV ファイルによる PDU の一括追加

	PDU を手動で 1 つずつ追加するほかに、コンマ区切り値 (CSV) ファイルをアップロードする方法で PDU を一括して追加することができます。
	 CSV ファイルで PDU を一括追加するには、以下の手順に従います。
	1. [PDU] タブをクリックします。
	2. [PDU を CSV ファイルからインポート] をクリックします。[PDU のインポート] ページが開きます。
	3. [参照] をクリックして、PC からインポートする CSV ファイル (通常は *.csv ファイル) を選択します。
	4. [検索が完了した後で処理を続ける] をチェックすると、Power IQ が、[PDU リスト] に戻る前に、PDU と通信しようとします。小さいウィンドウが開かれ、検索の進捗と結果のステータスが表示されます。これはオプションです。
	5. [インポートの開始] をクリックします。
	QS ルール
	次の操作

	PDU を Power IQ の管理に追加した後、さらに以下のアクティビティを実行できます。
	 同じモデル タイプの複数の PDU を展開している場合に PDU の一括設定を実行する。
	 ユーザ セッション タイムアウトや IP ベースのアクセス管理などの基本的なセキュリティを設定する。
	 管理者パスワードを変更する。
	 その他のユーザを作成する。
	より詳細な機能の一部を以下に示します。
	 PDU およびアウトレット (コンセント) をそれが電力供給する IT 製品にマッピングして、エンタープライズ リレーションシップ モデルを追加または構成する。
	 モデルを使用して電力使用量のグラフを作成するような分析レポートを作成する。
	詳細な手順については、『Power IQ ユーザ ガイド』を参照してください。
	Word Bookmarks
	O_12627
	O_12631
	O_10745
	O_12632
	O_9764
	O_9765
	O_9766
	O_9767
	O_10745_1
	O_12633
	O_12634
	O_10745_2
	O_12649
	O_12650
	O_10745_3
	O_12282
	O_12629
	O_10745_4
	O_12648
	O_10745_5
	O_9772
	O_12450
	O_12630
	O_10745_6
	O_9771
	O_9789
	O_12392
	O_9790
	O_10745_7
	O_12651


